
SERIES. 国有林野事業の取組

令和４年度
国有林野事業 業務研究発表会

　
昨
年
11
月
24
日
に
開
催
し
た
発
表
会
で

は
、「
森
林
技
術
部
門
」
９
課
題
、「
森
林

ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」
８
課
題
、

「
森
林
保
全
部
門
」
６
課
題
と
、
３
部
門

で
計
23
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
の
取
組
と
し
て
、
発
表

者
と
同
じ
立
場
の
森
林
管
理
局
・
署
の

職
員
が
優
秀
だ
と
思
っ
た
課
題
に
投
票

を
行
い
、
部
門
ご
と
に
「
職
員
が
選
ぶ

『
令
和
四
年
度
業
務
研
究
大
賞
』
」
を
選

定
し
ま
し
た
。
業
務
研
究
大
賞
は
、
森

林
技
術
部
門
で
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

地
図
ア
プ
リ
の
請
負
事
業
体
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
と
普
及
活
動
」
が
、
森

林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
で
は

「
『
檜
皮
の
森
』
森
林
整
備
協
定
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
「
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
♥
桜
の

記
念
植
樹
に
よ
る
地
域
貢
献
〜
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
の
取
組
〜
」
の
2
課
題
が
、
森

林
保
全
部
門
で
は
「
ノ
ウ
サ
ギ
の
森
林
被

害
防
止
の
た
め
の
誘
引
及
び
捕
獲
試
験
に

つ
い
て
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
誌
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る

審
査
に
お
い
て
、
林
野
庁
長
官
賞
（
最
優

秀
賞
）
を
受
賞
し
た
各
部
門
３
課
題
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
の
課
題
の
ほ
か
に

も
、
優
れ
た
発
表
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　国有林野事業業務研究発表会は、全国で国有林野の管理経営に携わる林野庁
職員が、効率的な森林整備、森林環境教育の推進、民有林支援などのフォレスター
活動、森林生態系の保全管理等の業務上の様々な諸課題に対して、現場で創意
工夫を実践し、結果の考察を組織全体で共有し、今後の業務の改善につなげて
いくとともに広く一般に発信・普及することを目的に毎年開催しています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/kenkyu_happyo/index.html
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写真　事務所内PCからの遠隔臨場

表　臨場に係る時間の比較

※「その他」には、自宅からのテレワークによる対応、他現場からの
　 タブレットによる遠隔臨場を含む。
※「現場臨場時間（想定）」には、臨場箇所（施工箇所、資材置場、
　 試験場）までの移動時間を含む。

R2.12.11

R2.12.15

R2.12.23

R3.1.15

R3.1.18

R3.1.19

R3.1.20

R3.1.22

R3.1.26

R3.1.27

R3.1.29

R3.2.25

材料検査等

材料検査

出来形確認等

削工確認等

品質試験等

品質試験

材料検査

品質試験

材料検査

材料確認等

材料検査

出来形確認

合　計

事務所

事務所

その他

その他

その他

その他

事務所

事務所

その他

その他

事務所

その他

45分

60分

60分

60分

60分

60分

10分

20分

5分

90分

30分

60分

9時間20分

100分

175分

110分

140分

220分

140分

85分

120分

85分

130分

90分

100分

24時間55分

-15時間35分

実施日 内　容 場　所 遠隔臨場
時間

現場臨場
時間（想定）

効率化時間（想定）

令和４年度 国有林野事業 業務研究発表会SE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

取
組
の
背
景

　
建
設
業
界
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に
は
働

き
方
改
革
、
I
C
T
技
術
の
活
用
等
を
通

じ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
対
応
な
ど
を
図

る
た
め
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で

は
令
和
２
年
度
に
管
内
の
治
山
事
業
箇
所

に
お
い
て
施
工
管
理
の
試
行
と
し
て
、

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
臨
場
を
実

施
し
ま
し
た
。

◆ 

取
組
の
経
過
と
実
行
結
果

　
「
遠
隔
臨
場
」
と
は
、
工
事
の
監
督
職

員
と
受
注
者
が
カ
メ
ラ
等
を
双
方
向
通
信

で
使
用
し
、
映
像
と
音
声
に
よ
り
現
場
確

認
等
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
従
来
は

監
督
職
員
自
ら
が
現
地
に
赴
き
、
確
認
作

業
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
出
張
日
程

が
整
わ
ず
現
場
作
業
を
滞
ら
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
遠
隔
臨
場
で
は
事
務
所
の

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
監
督
用
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
出
張
の
費
用
や
移
動
時
間
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
）
。

　
実
際
、
約
３
か
月
の
遠
隔
臨
場
の
実
施

期
間
中
、
監
督
業
務
に
要
す
る
時
間
は
、
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
（
表
）
。
ま
た
、
円

滑
な
進
行
管
理
、
感
染
症
対
策
な
ど
様
々

な
面
で
も
有
効
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

◆ 

考
察

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
管
内
の
実
施
可
能

な
治
山
事
業
箇
所
で
は
、
積
極
的
に
遠
隔

臨
場
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
波
不

通
地
域
に
お
い
て
は
、
試
験
的
に
通
信
改

善
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
遠
隔
臨
場
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
問
題
点
等
を
改
善

し
、
さ
ら
な
る
臨
場
の
効
率
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

治
山
事
業
に
お
け
る
I
C
T
活
用
の
取
組
に
つ
い
て

　
〜
遠
隔
臨
場
の
実
施
〜

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

山本 康二
奈良森林管理事務所

こう  じ

山本 雅志
まさ  し

治山課

森
林
技
術
部
門
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写真　森林環境教育の様子

表　「自然環境への感受性・認識・意欲」を問う質問項目

森へ行くことが好きだ
森は暗くて怖いところだ
自然の中の活動は気持ちがいい
草花や自然の景色を見て感動することがある
自分の住む町の自然が好きだ
森の木を切るのはかわいそうだ
森の生き物のことをよく知っている
森の木を切ってもよい時がある
自然と人間の生活には深いつながりがある
森は人間にとって必要な存在だと思う
環境問題に興味･関心がある
自然を守るために何かしたい
将来、自然や環境に関わる仕事をしたい

質問事項の内容 意識変化

感受性

認　識

意　欲

○

○

○

◆ 

取
組
の
背
景

　
青
森
森
林
管
理
署
で
は
、
地
域
の
小
中

学
生
に
対
し
、
年
に
数
回
森
林
環
境
教
育

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
体
験
型

の
紙
芝
居
を
作
成
し
、
森
林
の
役
割
や
林

業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

　
こ
の
取
組
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
教
育
内
容
が
参
加
者
に
与
え
る
影
響

を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
参
加
者
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
教
育

内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 
取
組
の
方
法

　
青
森
市
内
の
小
学
校
２
校
と
森
林
率
の

高
い
外
ヶ
浜
町
の
小
中
学
校
３
校
の
延
べ

3
4
1
名
の
小
中
学
生
に
、
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
は
、
「
森
林
や
林

業
へ
の
認
識
」
、
「
自
然
環
境
へ
の
感
受

性
・
認
識
・
意
欲
」
、
「
自
然
体
験
の
経

験
」
を
問
う
全
28
の
質
問
で
、
択
一
式
と

自
由
記
述
式
を
組
み
合
わ
せ
、
短
時
間
で

回
答
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
同
じ

質
問
に
回
答
し
て
も
ら
い
実
施
前
後
を
比

較
し
ま
し
た
。

◆ 

実
行
結
果

　
「
森
林
や
林
業
へ
の
認
識
」
を
問
う
質

問
で
、
木
を
切
る
こ
と
に
対
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
前
に
は
参
加
者
の
約
55
％
が
「
自
然

破
壊
に
な
る
」
な
ど
否
定
的
で
し
た
が
、

実
施
後
に
は
否
定
的
な
回
答
の
割
合
が
約

16
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
自
然
環
境
へ
の
感
受
性
・
認

識
・
意
欲
」
を
問
う
質
問
で
は
、
13
項
目

中
３
項
目
で
意
識
の
変
化
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
（
表
）
。

◆ 

考
察

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
森
林
教
室
の

内
容
が
、
参
加
者
に
認
識
の
変
化
を
も
た

ら
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
自
然
環
境
へ
の
感
情
の
変
化

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
森
林
散
策
の
時
間
を
設
け
る
等
、
参

加
者
に
自
然
体
験
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
内
容
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
校
の
先

生
方
と
の
打
合
せ
を
通
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
が
よ
り
高
ま
る
教
育
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
や
林
業
に
対
す
る
意
識
の
変
容
と
教
育
内
容
の
検
討

〜
青
森
市
と
外
ヶ
浜
町
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を
通
し
て
〜

東
北
森
林
管
理
局
　
青
森
森
林
管
理
署

齋 つかさ

森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門

18林野 2023.2 No.191



図　ICTを利用したシステム

表　シカ捕獲状況

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

0

100

200

300

400

R2.10
ICT
を導入 ～9月

までの
実績

（捕獲頭数）

職員による捕獲 委託契約等による捕獲

ほかパトとは

GPSでワナの位置を把握

メールでお知らせ

ワナが作動したら親機に通報

ワナ・親機・子機の情報をクラウドで一元管理

ソーラバッテリーシステムを標準装備

ほかパトWEBページからワナの設置場所・状況を確認できる

くくり
わな

箱わな LTE/4G回線

LPWA通信
144MHz帯の電波

令和４年度 国有林野事業 業務研究発表会SE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

取
組
の
背
景

　
近
年
、
シ
カ
等
に
よ
る
農
林
業
被
害
が

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
防
護
柵
等

の
設
置
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
捕
獲
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

取
組
の
経
過

　
大
分
西
部
森
林
管
理
署
で
は
職
員
実
行

や
委
託
に
よ
り
、
シ
カ
捕
獲
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
場
に
設
置
し
た
シ
カ
罠

の
見
回
り
に
か
か
る
時
間
な
ど
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し
た
長
距

離
無
線
捕
獲
シ
ス
テ
ム
「
ほ
か
パ
ト
」

（
図
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
「
ほ
か
パ
ト
」
は
、
親
機
と
子
機
に
分

か
れ
て
、
電
波
を
相
互
に
送
受
信
し
、

ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ー
タ
が
転
送
さ
れ
ま

す
。
現
場
に
設
置
し
た
子
機
に
捕
獲
等

の
何
ら
か
の
異
変
が
あ
れ
ば
管
理
者
に

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
子
機
の
位
置
及
び
捕
獲
等
の
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
導
入
台
数
を
徐
々
に
増
設
し
、
最
終
的

に
親
機
３
台
・
子
機
75
台
を
導
入
し
、
運

用
し
ま
し
た
。

◆ 

実
行
結
果

　
令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま

で
の
シ
カ
の
捕
獲
実
績
は
36
頭
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
81
頭
（
表
）

で
、
捕
獲
時
間
帯
の
９
割
が
日
没
後
か
ら

深
夜
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◆ 

考
察

　

現
在
、
長
距
離
無
線
捕
獲
シ
ス
テ
ム

「
ほ
か
パ
ト
」
は
当
署
職
員
の
み
が
使
用

し
て
お
り
、
シ
カ
捕
獲
の
受
託
事
業
者
や

管
内
の
自
治
体
や
猟
友
会
で
は
ま
だ
導
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
シ
カ
生
息
数
の
減
少
は
国
有
林
だ
け
で

実
現
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

地
方
自
治
体
や
猟
友
会
等
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
面
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
当
署
職
員
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
と
技
術
等
を
地
域
の
関
係
者
と
共
有

し
、
地
域
全
体
を
網
羅
す
る
効
果
的
な
シ

カ
捕
獲
の
シ
ス
テ
ム
網
の
構
築
に
向
け

た
、
民
国
連
携
の
取
組
に
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

民
国
連
携
に
向
け
た
シ
カ
捕
獲
圧
の
強
化
に
つ
い
て

九
州
森
林
管
理
局
　
大
分
西
部
森
林
管
理
署

渡邊 昭伍
しょうご

川原　博
ひろし

森
林
保
全
部
門
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